
 杉の子憲章  

わたしたち杉小の子供は， 
 ていねいな言葉遣いに心がけ 
 思いやりの心を持ち，人に親切にします。 
くつをきちんとそろえ，進んで家の手伝いをします。 
わたしたち地域の大人は， 
家庭生活や地域社会の中でしつけを行い，心身ともに 
健やかな子供を育てていきます。 
地域の子供に誇れる大人になれるよう努めます。 

年月日 沿 革 概 要 

昭５２. ４. １ 塩竈市立第二小学校から分離独立,開校 

昭５２. ４. ９ 開校宣言式 

５２.１０. １ 校章制定 

 ５３.１.２０     校歌制定 

５３.１０.２２ 新校舎落成記念式典 

５５. ６. ７ 体育館・プール落成式 

５８. ６.２５ 杉の入小学校陸上競技場開設記念式典 

６２. ６.１３ 校木「鹽竈桜」制定。創立１０周年記念式典 

平５.１２.１５ ＰＴＡ野外炊飯場整備完了 

９. ３.２１ 学校給食有優良校として文武科学省より表彰 

９. ４.１１ 校庭暗渠排水工事完了 

９. ９.２０ 創立２０周年記念式典 

１１. １.１１ 地域防災備蓄倉庫設置 

１５.１１. ７ 県連合小中学校給食研究大会 

１６．７.１６ 

９.２７ 
「杉の子守り隊」紹介式 

１７. ６.１１ 市総合防災訓練（杉小会場） 

１８.１０.３１ カメイゆめ感動支援事業 

１９. ９.３０ 創立３０周年記念式典 

２０.１１. ７ 県小学校道徳研究大会 

２１.１２.１６ 学力向上サポートプログラム事業（年３回実施） 

２１. ７.２０  耐震工事（～９月２０日） 

２３. ３.１１  東北地方太平洋沖地震(東日本大震災)で，塩竈市

は震度６強を観測。体育館に避難所を開設し，約

１０００名が避難。（～３月３０日に閉所） 

２５. １.２１ 「杉小しぐさ」くろしお児童会制定 

２７. ６.１１ 学力向上サポートプログラム事業（年３回実施） 

２９. ４. ～ 創立４０周年記念事業を実施 

２９.１０.１１  放課後「わくわく遊び隊」開設 

３０. ８.１７ 保健室床改修工事完了 

３１. ３.１４ 体育館トイレ改修工事完了 

令２. ３. ２ 「新型コロナウイルス感染症」拡大防止のため臨

時休業（～３月２４日） 

令２. ３.１９ 教職員のアイデアを生かし「卒業式：特別版」を

実施 

本校のあゆみ 

 杉小しぐさ  

◎ 心が通うニコハキあいさつ 

◎  

◎ 笑顔が絶えない親切ごころ 

【平成２５年１月 くろしお児童会制定】 

※ 「江戸しぐさ」になぞらえ，子供たちの視点でよりよい生活を目指

し，全校から言葉を募り作成したものです。 

月 主 な 行 事 

４ 
学年始休業日（1～7） 
１学期始業式・入学式（８） 
居住地訪問（2６～２８） 

５ 運動会（2２） 

６ 
塩竈市総合防災訓練（１３） 
花山宿泊学習（１７～１９） 
学習参観（2５） 

７ 

個別指導強化週間（１３～１６） 
長期休業前集会（２０） 
夏季休業日（２１～８／２５） 
塩竈みなと祭（２２） 

８ 
ＰＴＡ環境整備（2１） 
長期休業後集会（2４） 

９ 
修学旅行（８～９） 
杉の子ゆめまつり（１７） 

１０ 

開校記念日（１） 
フリー参観，杉小まつり（２） 
第1学期終業式（８） 
秋季休業日（９～１２） 
第2学期始業式（１３） 

１１ 
避難訓練（４） 
学習成果発表会（１・３・５年）（１９） 

１２ 
学習成果発表会（２・４・６年）（３） 
長期休業前集会（２３） 
冬季休業日（24～１/１０） 

１ 長期休業後集会（１１） 

２ 
学習参観・懇談会（１６） 
６年生を送る会（2１） 

３ 

東日本大震災追悼行事（11） 
卒業式（1８） 
修了式（2４） 
学年末休業日（25～31） 

 

年間行事予定 

本校は，塩竈市立第二小学校学区の児童数増加に伴い，第二小学

校区から，吉津・新浜・楓町・松陽台団地・須賀（利府町）を分離

し塩竈市立杉の入小学校として，昭和５２年４月１日に開校した。 

 本校の学区は，丘陵地帯と海岸沿いの埋立て地帯に大別でき，国

道４５号線とＪＲ東北本線・仙石線がこれらを分けるように位置し

ている。松陽台・楓町・青葉ヶ丘などの丘陵地帯は住宅地として開

発された。新浜町など海岸沿いの地帯には，水産加工団地・魚市場

・冷凍工場・仲卸市場などがある。 

 学区民の教育に対する関心が高く，学校の整備作業や父母教師会

活動に対して協力的である。児童は，明るく素直で，学習に熱心に

取り組む。一方で家庭に帰ってからの過ごし方や児童の言葉使いに

課題がある。 

本校と地域の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体の取組 担当 ■評価方法→目標値 

 

 

活躍と 

交流 


